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ヘ
テ 

  

ハ
ク 

 

ム

ヒ
ヲ

 

フ

 

テ

  

ヒ
ヲ 

  

ヘ
ン 

  

ト
シ
テ 

 

孟 
子 

対 

曰
、
「
王 

好 

戦
。
請 

以 

戦 

喩
。
 

然

レ  
               

   
  

レ 

シ

 

ニ

ニ

ス

テ

ヲ

 

キ
テ 

 

ヲ 
 

ル 

イ
ハ

 

ニ
シ
テ

鼓 

之
、
兵 
刃 
既 

接
。
棄

甲 

曳 

兵 

而 

走
。
或 

百 

歩

    

レ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

レ 
 
 
 
 
 
 

レ 

 

ニ

 

マ
リ

  

イ
ハ 

  

ニ
シ
テ 

 

ニ

 

マ
ル

  

テ 
  

ヲ 
 
 

ハ
バ 

而 

後 

止
、
或 

五 
十 

歩 

而 

後 

止
。
以 

五 

十 

歩 

笑

 

二     
    

     

一      

二 

 

ヲ

 

チ

ト

ハ
ク

 

ナ
リ 

 

ル 
 

ナ
ラ 

  

モ 

百 

歩
、
則 

何 

如
。
」
曰
、
「
不 

可
。
直 

不 

百 

歩 

耳
。
是

一   
          

         
   

   
             

          
   

        
 

二    
 
   

  

一 

タ

 

ル

  

ト 

亦 

走 

也
。
」

   

孟も
う

子し

対こ
た

へエ

て
曰い

はワ

く
、
「
王お

お

戦
た
た
か

ひイ

を
好こ

の

む
。
請こ

ふウ

戦
た
た
か

ひイ

を
以も

っ

て
喩た

と

へエ

ん
。

て
ん

然ぜ
ん

と
し
て
之こ

れ

に
鼓こ

し
、
兵へ

い

刃じ
ん

既す
で

に
接せ

っ

す
。
甲こ

う

を
棄す

て
兵へ

い

を
曳ひ

き
て
走は

し

る
。

或あ
る

い
は
百

ひ
ゃ
っ

歩ぽ

に
し
て
後の

ち

に
止と

ど

ま
り
、
或あ

る

い
は
五ご

十じ
っ

歩ぽ

に
し
て
後の

ち

に
止と

ど

ま
る
。

五ご

十じ
っ

歩ぽ

を
以も

っ

て
百

ひ
ゃ
っ

歩ぽ

を
笑わ

ら

はワ

ば
、
則

す
な
わ

ち
何
如

い

か

ん

」
と
。
曰い

はワ

く
、
「
不ふ

可か

な

り
。
直た

だ

百
ひ
ゃ
っ

歩ぽ

な
ら
ざ
る
の
み
。
是こ

れ

も
亦ま

た
走は

し

る
な
り
」
と
。
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